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平成 27 年３月 29 日の土砂崩れにより被災した西和賀町杉名畑地区の一般国道 107

号では、発災後約 1年 9か月となる 12月 17日 10時に、2車線供用を再開しました。 

 

復旧工事には平成 28年 4月から着手し、当初は平成 29年９月の 2車線供用を見込ん

でいましたが、天候に恵まれたことや、現場作業の効率化を図ったことなどにより、冬期

休工前に必要な工程を終わらせ、予定より約 9か月前倒しすることが出来ました。 

 

当日は、２車線供用のセレモニーを行い、その後、西和賀町

主催の「感謝の集い」が藤原衆議院議員をはじめ、北上市長、

横手市長など多くの来賓を迎え開催されました。また、西和賀

名物なっとう汁のお振る舞いや西和賀高校生徒考案の「西和賀

の幸丼」が販売されるなど、開通を祝うイベントも盛大に行わ

れました。 

 

また、西和賀町からは、復旧工事に尽力した株式会社小田島

組に感謝状が贈呈されました。 

 このような感謝状が贈呈されることは例がなく、早期２車線

供用に対する期待の大きさや、地域における国道 107号の重

要性を改めて知る出来事となりました。 

 

今回の早期２車線供用は、NEXCO東日本に特例として秋田自動車道の 1か月間の無料

措置を認めていただき、6 月に集中的かつ効率的な工事が可能となったこと、長期にわた

る昼夜の通行規制でご不便をおかけした道路利用者の皆様にご協力いただいたことなど、

本復旧工事に関係する皆様のご理解とご協力のおかげです。改めて感謝申し上げます。 

 

～ １年９か月ぶりに交通規制解除、西和賀町主催の感謝イベント～ 

「一般国道 107号西和賀町杉名畑地区 ２車線供用開始」のお知らせ 

感謝状贈呈 

２車線供用開始を控えて 


